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第 6 章 付録 

 
6.1 キブンゴ県地方給水事業（無償資金協力） 

 
6.1.1 地方給水分野の上位計画 

 
ルワンダの地方給水分野に関する政策は、ビジョン2020とPRSPに沿って策定されている。

最大の目標は、給水点の増加、給水関係者のキャパシティ・ビルディングと水利用者の啓発

を通して、現在約50%の給水率を、2020年までに100%にすることである。  
 
給水と衛生は、ビジョン2020とPRSPで挙げている5つの柱の第3「基礎経済インフラ」の

重要な要素であると同時に、日本の重点分野である「地域（農村）開発」とも合致する。ビ

ジョン2020の目標である、持続的に飲料水にアクセスできない人口を2015年までに半減する

ことによりミレニアム開発目標（Millennium Development Goals：MDG）にも貢献する。 
 
国家投資戦略（national investment strategy）は、民間投資を推進し、消費者に手が届く価

格の給水を実施することを勧めている。給水施設の建設・改修やその他の整備にはCDFの予

算を適用できる。 
 
ルワンダ政府は、下記の活動を含む給水･衛生分野の改善七カ年計画を進めている。 
 

• 制度改善 
• 地方分権化 
• 参加型手法 
• プログラム・アプローチ 
• 女性と子供の役割強化 
• 民間参加 
• 能力開発 
• 流域ごとの総合管理 
• モニタリングと評価 

 
飲料水の全国平均給水率は2003年で54%で、うち都市部は67%、地方部は41%である。地

方部での安全水へのアクセス基準は以下のとおり。 
 

• 給水量： 20 ㍑/人/日 
• 水汲距離：  住居と給水点の往復で500m（片道250m）  
• 水質： WHO飲料水水質基準に準ずる 
• 水量： 年中安定した給水 

 



 126

2003年と2005年の地方給水率、それにビジョン2020で目標としている地方給水率を以下に

示す。 
 

表6-1  ビジョン2020の目標地方給水率 
 

年 2003 2005 2010 2015 2020 
給水率 41% 46% 66% 85% 100% 

 
 
上記を目標とする政府の地方部水・衛生改善計画は、住民の需要に基づく。また、制度強

化、技術的改善、人的資源開発を通した政府のアプローチは、政府が推進している地方分権

化に沿っている。これにより、分権化した機関が主催する受益者参加とインフラ整備・管理

が可能となる。 
 
6.1.2 給水事業体制 

 
水・衛生分野を管轄する中央政府機関は、国土・環境・森林・水・鉱山省（MINITERE)

だが、水・衛生は多分野にかかわるため、以下の省庁の役割も重要である。 
 

• 保健省（MINISANTE）：水に関連する衛生教育 
• 地方行政・事業省（MINALOC）：給水施設の維持管理に係わる啓発活動 
• 農業・牧畜省（MINAGRI）：灌漑用水源開発 
• 財務・経済企画省（MINECOFIN）：水・衛生計画の予算確保 
• 外務省（MINAFFET）：援助機関・ドナーとの調整 

 
本年度再編成されたMINITEREの組織図を次ページに示す。この組織は、以前の組織と基

本的には変わらないが、局（Directorate）がユニット（Unit）になり、部（Division）がなく

なり、ユニットの下に専門家（professionals）が配置された。しかし、地方分権化に伴い、

職員の数は減り、現在の水・衛生ユニットには局長1人と専門家5人に、秘書や運転手等が数

人配置されるにとどまった。人員削減に伴い、各専門家は担当業務を集中して行うことにな

る。現在の給水専門家は訓練を受けている人材であり、さらなる訓練を必要としている。こ

れら専門家は潜在的な能力はあり、十分なトレーニングと意欲により体制強化に貢献するこ

とが期待される。 
 

ELECTROGAZ（電気・水・ガス公社）は、都市水道事業を担当する半官半民組織であり、

電気とガスも供給している。MINITERE は、ELECTROGAZの給水事業に関する政策等を策

定するが、事業の監督等にはかかわっていない。 
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図6-1 MINITEREの組織図 

 
アフリカ開発銀行（African Development Bank：BAD）は地方給水・衛生公社の設立を推

進しているが、いまだに計画段階で、実行されるかどうかは未定。地方分権化に沿って同公

社の設立が実現した場合、次の機能を持つことが期待される。 
 

• プロジェクトの策定・準備・実施 
• 啓発活動と社会教育の実施 
• 郡が行う水・衛生に関する適正な維持管理体制策定の支援 
• ドナー･NGO･他関係者の調整 
• モニタリング・評価の実施 

 
一方、地方政府の給水事業体制として、県はその責任を郡・市に任せている。郡・市レベ

ルでは給水専門部署はなく、給水担当者（技術者または事務官）が配置されている。給水関

連の技術者が郡・市にいない場合は、セクターに技術的内容が分かる担当者が配置されてい

る。郡・市以下の担当者への聞き取り調査によると、修理技術、修理用工具類、交通手段の

不足が主な問題だという。担当者のやる気は十分であり、ポテンシャルが感じられるため、

技術移転と機材調達により、体制強化を図ることが期待できる。 

 

MINITERE 大臣 

水・鉱山担当国務大臣 
国土・環境担当国務大臣 

事務局長 

国土 
ユニット 

環境 
ユニット 

森林 
ユニット

水･衛生

ユニット

鉱山 
ユニット

財務･総務･

支援ユニット

水資源管理専門家 

給水専門家(2 名) 
衛生専門家 
啓発活動専門家 
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6.1.3 給水に関する地方行政計画 

 

ルワンダ政府の主な開発政策は、地方分権化に基づいた、よい統治による貧困削減と持続

的開発である。この政策は、住民が自分の宿命に責任を持ち、優先順位を決め、資源を動員

できるように権限を与え、これを有効に行使した、全関係者が係わる持続的地域開発を目標

としている。地方分権化に伴い、各郡はPDCを作成することが義務付けられている。PDC

の目標は、生活を改善し、調和した開発を実現するために、介入計画・調整の手段を提供す

ることで、具体的には以下の内容である。 

 

• 優先される問題を特定し、解決策を提案する 

• ドナーやNGOなどの介入に役立つ書類とする 

• 中央政府と市・郡の方針を結束する 

 

キブンゴ県の戦略計画は、キブンゴ県の郡・市が作成したPDCをまとめた書類であり、水・

衛生へのアクセスについて、以下を問題として挙げている。 

 

• 水源が不足している上に、住居から離れている 

• 配水網はまばらで老朽化しており、維持管理体制は非効率 

• 表流水の処理能力が低い 

• 天水の集水・利水に関する技術が理解されていない 

• 飲料水の価格が上昇している 

• 衛生は満足できる状態でない 

 

上記の解決策として、安全な水への公平で持続的なアクセスによる、キブンゴ県の住民の

住環境整備を目的とする優先プログラム（次頁を参照）が戦略計画に提案されている。 

 

PDCに記載されている計画はCDFを使った予算化が可能である。CDFは郡・市の開発援助

のために設立され、財源として国家年間歳入の約10%が当てられる。プロジェクトへの住民

参加を意識させるために、プロジェクト費用の10%は郡・市が賄う必要がある。 
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表6-2 戦略的優先プログラム 

 
戦略的目標 期待される成果 活動 

1. 飲料水の給水率

を上げる 
医療施設の60%が給水される 
ｲﾐﾄﾞｩｸﾞﾄﾞｩの25%が給水される 
中学校の50%が給水される 
小学校の30%が給水される 
市の100%が給水される 

既存給水施設を改修する 
給水施設を新規に建設する 
湧水施設を整備する 
深井戸を掘さく 

キブンゴ市とルワマガナ市での

天水利用計画と排水管理計画が

策定される  

資金を要請する 
専門家を募集する 
管理計画を策定する 

病院、中学校及び刑務所の排水管

理計画が策定される 
資金を要請する 
専門家を募集する 
管理計画を策定する 

各郡の市場や公共の場所に公共

トイレが設置され、各家庭に個人

トイレが設置される 

住民へ保健衛生に関する啓発活

動プログラムを監理する。 

2007年までに、各郡の集団定住地

でモデルとなる天水利用施設が2
ヶ所に設置される 

天水利用システムを実現する 

2006年までに固形廃棄物の収

集・管理システムが整備される 
固形廃棄物の収集・管理に関する

啓発・研修を実施する 
資金を要請する 
固形廃棄物の収集・管理体制を設

立する 

各家庭に堆肥設備が設置される 住民へ家庭堆肥設備の設置を監

理する 

2. 衛生状態を改善

する 

学校保健衛生(HAMS) プログラ

ムが全学校に導入される 
HAMS プログラムを推進する 

3. 給水施設の維持

管理体制を強化

水委員会が形成され全セクター

で機能する 
住民の啓発活動を行う 
水委員会を形成する 
技術者を養成する 

4. 天水利用を促進 医療施設の40%が利用する 
集団定住化の25%が利用する 
中学校の50%が利用する 
小学校の70%が利用する 

天水利用技術を展開する 

5. キブンゴ県の給

水マスタープラ

ンを策定 

給水マスタープランが2007年ま

でに策定される 
資金を要請する 
キブンゴ県の給水マスタープラ

ンを策定する 
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6.1.4 キブンゴ県の給水現状 

 
給水施設の不足により、キブンゴ県の住民は厳しい環境に置かれており、水の消費量は平

均8㍑/人/日にとどまっている。ルワンダが目標としている20㍑/人/日にはほど遠い。キブン

ゴ県では、住居から水源までの平均距離は3kmで、毎日5km以上歩いて水を求める住民もい

る。また、水汲みの担いである女性と子供は、丘陵の急な斜面を降りて、容器に詰めた水を

持って階段がない斜面を登ることを毎日繰り返している。この日常行動には3時間以上費や

さなければならない。 
 
安全な水を求めることのできない住民は、河川や湖の表流水または沼や水たまり穴から非

衛生な水を汲んで飲むことを余儀なくされている。キブンゴ県の衛生的な水の平均給水率は

約60%と報告されているが、しかし、この値は前述のルワンダ政府が目標とする地方での安

全な給水基準（20 ㍑/人/日の給水量、片道250mの水汲距離など）を考慮していない。同基

準を満たす給水率は約30%と推定される。 
 

ELECTROGAZは以下の限られた都市部に給水しており、現在、既存配管網の拡張計画は

ない。  
 

• キブンゴ市：  Kabare 1, Kibungo and Ndamiraセクターの一部 
• ルワマガナ市： Rwikubo, Kigabiro and Nyarusangeセクターの一部 
• ムハジ郡：  Gishaliセクターの一部 
• キガラマ郡：  Remeraセクターの一部 

 
6.1.5 給水関連現地業者と建設資材 

 
（1）建設関連企業 

キブンゴ県内で、貯水槽建設、配管や電気工事を含む給水施設が建設できる会社は5社あ

り、そのうち3社は信頼できると郡の要員から聞き取った。以下に示すその3社はキブンゴ市

に事務所を構えている。 
 

• COHYTEC 
• Rwamukwaya Entreprise 
• ECOHYDRA 

 
また、キブンゴ県に個人配管工は3人おり、その一人はニャルブエ郡で確認したが、他の2

人は調査段階では確認できなかった。 
 
井戸の掘さく工事に関しては、FORAKY AFRICAがルワンダ内唯一の会社である。ウガン

ダ、ケニアやタンザニアの周辺諸国に、掘さく業者はいるが、ルワンダまでの交通やモビリ・

デモビリ等に経費がかかる。FORAKYは十分な経験があり、費用は妥当と思われ、信頼で
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きると判断された。 
 
（2）調査関連企業 
地形測量、商用電力引込調査、地盤調査、物理探査、社会条件調査等の委託業務を請負う

民間業者がルワンダ国内やウガンダなどの周辺諸国に存在する。 
 
（3）建設資材・機材 

砂や砂利等の建設資材は現地で調達可能だが、その他の資機材は周辺諸国またはヨーロッ

パから輸入している。PVC配管材はキガリに本社を持つSONATUBE が製造している。  
 
6.1.6 キブンゴ県の水源 

 
（1）水源の形態 

キブンゴ県で利用されている水源は、表流水、地下水と天水である。表流水には河川水

と湖水がある。河川水は汚染されているが、他に水源のない地域の住民はこれを利用して

いる。湖水のある地域はムハジ郡、ミレンゲ郡、チャルバレ郡であり、この地域の地方住

民はこれを利用しているが、やはり水質は汚染されている。一方、地下水は井戸として利

用されている所と湧水源として利用されている所があるがキブンゴ県では湧水の利用が

多い。キブンゴ県の年間降雨量は 900～1,000mm で、全国平均の 1,200mm より少ない

が、集水することにより、水源としての可能性は高い。次頁にキブンゴ県の水源の形態

を表した。 
 

キブンゴ県で全般的に利用できる水源は地下水である。湧水は地面から湧き出る地下

水であるが、本調査では、地下水と湧水は区別して説明に使用する。即ち、本調査で

は、地下水は井戸から揚水する水とし、湧水は丘陵斜面から流出する水または山麓で

湧出する水と定義する。水理地質からみた地下水の賦存状況と湧水の状況は下記のとおり。 
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形 態   地形面   種 類  取水及び給水方法 
 
      湖水  浄水場（水処理） 
表流水 
      河川  手汲み 
        ハンドポンプ 
   沖積地   井戸   
        動力式  
        自然流出 
地下水   山麓   湧水  重力式 
        動力式 
 

  丘陵地  (地下水のポテンシャルは低い) 
 

天 水        天水集水 
 

図 6-2 キブンゴ県の水源の種類 
 
 
（2）地下水の賦存状況 
キブンゴ県の地質は南北に延びる構造線に沿って各地層群が分布している。いずれも先

カンブリアン紀の変成岩類で、地質年代的には古い地層である。これらの地層群の中に花

崗岩類が貫入している構成。構造線に沿った低地には新しく形成された沖積地がみられる。

山地を開析した所にも沖積地が形成されている。地下水の賦存はこの沖積地域で最も大き

く、ここには沖積層や上部風化帯中に浅層部での地下水が胚胎しているため、この地域が

開発されてきている。先の無償資金協力により開発されてきた地域に相当する。。 
 
これら谷部では沖積砂礫層や珪岩、片岩の風化帯が帯水層となっており、開発調査での

試掘結果からは 6～15 m3/h の水量を得た。沖積低地から上がった山麓斜面での試掘では

片岩、珪岩の互層から 1～6m3/h の水量を得たが、これも地層の風化の性状や断層等の有

無によって変わってくる。今回の試掘調査結果からルキラ層群やキバヤ層群の分布するチ

ャルバレ郡、カバロンド郡、キガラマ郡、ルキラ郡における丘陵地上部での地下水開発の

ポテンシャルは低いことが予想される。たとえ、地下水のポテンシャルを認めることがで

きても、水位が低いことが予想されるので、ハンドポンプ方式による地下水の汲み上げは

難しい。 
 
花崗岩地帯で 2 カ所での試掘調査を行ったが、両者とも地下水の賦存は確認されなかっ

た（6.2 項参照）。ムハジ郡、ミレンゲ両郡に分布する花崗岩類はほぼ同質の岩体である。

この岩体は巨晶の雲母類が多く、また長石などの鉱物を多く含んでいるペグマタイトであ

る。これらの鉱物は風化するとカオリン等を含む粘土に変質する。両地区花崗岩は透水性

の低い岩体で地下水のポテンシャルは極めて低いと考えられる。花崗岩地帯でも同様に水

（水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ等）
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理地質的には地下水のポテンシャルは極めて低い。このような状況から、キブンゴ県で井

戸としての確実な地下水開発は、主として沖積地や沖積地に接する山麓斜面部あるいは段

丘に限られてくるものと考える。 
 
（3）水とその保全 
キブンゴ県内には多くの湧水がみられるが、観察した範囲では岩体の亀裂からの湧水は

確認されなかった。湧水箇所は山麓斜面が谷部に接する所や谷の再奥部（三方が山に囲ま

れた所）に多くみられる。湧水の機構は次のように考えられる。 
 
まず雨水が表層に浸透し、その浸透水がなだらかな山腹傾斜面に沿って表層土中を下

方に流下する。谷部に達した浸透水は表層土と岩盤の風化帯との境界や、表層土中の粘

土を境界とした所で湧水として湧出している。その湧出量は後背部の涵養域が広く開け

た所ほど多い。 
 
湧水の取水方法は次の通りである。 

 
• 住民が小池を掘り自然のままの状態でそこに溜まる水を利用する方法。 
• 表層土中に湧水する方向に向けてパイプを挿入し、セメントで作った水汲み場の

パイプから取水する方法（保護湧水）。 
• 大きな規模になると、湧水地上流部に溜池（直径 6～8m、深さ 3～5m）を 2 カ所

ほどつくり、そこに溜まった水をパイプで接合井に導水し、そこから貯水タンク

に貯めて重力方式や動力によって給水する方法。 
 
動力式の施設は旧式のものが多く、ポンプが故障していて使えない例や電気関係の不具

合で使えない例もあった。 
    

湧水を水源として利用していく場合、大切なことは、将来にわたり水源の枯渇や水質汚

染を招かないことである。そのためには、涵養地としての後背地の環境保全対策に取り組

んでいく必要がある。 
    

次頁の図はキブンゴ県における湧水の概念を表している。 
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図6-3 湧水概念図 



 135

（4）水質 
簡易水質分析キットにより、pH、電気伝道度、鉄、フッ素等の重要と思われる項目につ

いて現場で分析した。ルワンダはWHOの飲料水質基準を採用しているため、本調査でも同

基準を適用した。キブンゴ県の33地点で簡易水質試験を行った。その結果を次頁に示す。試

験の結果、キブンゴ県内の水源は水質的には大腸菌群を除いて特に問題はないことが分かっ

た。各成分の特徴は次の通りである。 
 
pH  雨水や表流水はほぼ中性値を示すが、ムハジ湖水は pH８と高い。湧水は

少々酸性値を示している。これは湧水の地下水の環境が酸化状態にあり、

表層土中の有機性植物による影響かと考えられる。 
 
電気伝導度 湧水の電気伝導度は一般に低い。これは溶存成分量が少ないことを意味

し、停滞性の地下水ではなく循環性のある地下水といえる。 
 
アンモニア、硝酸塩、亜硝酸塩 

WHO ガイドライン基準によると硝酸：50 mg/㍑以下、亜硝酸：3 mg/㍑
以下とされている。ムハジ郡カランビ地区の湧水以外はいずれも基準値

以下である。アンモニアや亜硝酸塩が検出されていないことから、現在、

湧水の水質は肥料などにより汚染されている環境下ではないといえる。 
 
全鉄、フッ素 両成分とも今回測定した地点での湧水は特に問題ないが、先の調査から

ルキラ郡の河川水において、全鉄 0.7～1.0 mg/㍑が報告されている。WHO
によると、鉄 1.0mg/㍑以上の値では人間の健康に害がないと報告され

ている。しかし、1.0mg/㍑以上の鉄を含む水を使用する際、洗濯物を

着色したり、好ましくない味がする場合がある。 
 
全硬度、塩化物 両成分とも WHO のガイドラインの範囲内である。 
 
大腸菌群 大腸菌群はいずれも多く検出されている。しかし、地下水利用の場合、

井戸が構造的に適切に建設されていれば、大腸菌は検出されない。

既存の施設には滅菌装置がついていないことから今後の給水計画には

塩素滅菌装置を検討する必要がある。簡易な処理方法として、さらし

粉等を投入する塩素滅菌法が効果的である。しかし、地方住民はこ

の様な方法を持続的に実施することは困難であるため、菌類で汚染

されている水を飲料水として利用する場合、煮沸することを推薦す

る。
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6.1.7 適正給水方式 

 

キブンゴ県の既存給水方式はさまざまで、自然湧水利用、保護湧水施設、ハンドポンプ付

深井戸、自然流下式給水施設、ポンプ圧送管路系給水システム等がある。多くの施設は老朽

化して、改修や更新が必要である。本調査で、既存給水施設を調査し、施設の新設や既存施

設の改修・拡張の必要性を確認した。 

 

既存給水施設の調査の結果、キブンゴ県の水資源に適切と判断される給水方式を、選定条

件と併せて以下に示す。 

 

表6-4 給水方式の選定条件 

 

水源 給水方式 水源の位置 人口規模 住居特徴 

保護湧水 住居に近い 小 散在 

自然流下式 住居より高い 大 集団 湧水 

ポンプ圧送 住居より低く遠

い 大 集団 

ハンドポンプ付

深井戸 住居に近い 小  散在 
地下水 

深井戸利用 
ポンプ圧送式 

住居より低く遠

い 大 集団 

表流水 
(湖、河川) 

処理施設を含む

ポンプ圧送式 ― 大 都市化 

天水 天水集水 ― 小  散在 
 

 

表流水は、自然環境や人間生活環境により汚染されることが多い。適切な水源がない住民

にとっては河川水や湖水を処理しないまま飲料用として利用するしかなく、水因疾患の原因

となる。表流水を飲料水として給水する場合、処理が必要であり、日本の無償資金協力の単

年度制度で処理施設を建設する工程は困難であり、処理施設に伴う維持管理は地方住民にと

って持続することが困難である。したがって、本調査では、表流水は対象外とする。 

 

天水利用は水不足を解消する手段として妥当であり、ルワンダ政府は特に学校での設置を

促進している。この技術は高度ではなく、先方側が自分で実施できるため、本調査では、推

薦はするが、日本の援助による建設の対象にはならない。 

 

したがって、上記の湧水と地下水を利用する給水方式を本調査で検討する。上述の条件と

実際の状況に見合った適正な給水システムを、対象郡・市の関係者と協議しながら検討する。 
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6.1.8 過去の調査と援助方針への影響 

 

過去のJICA調査（開発調査、基本設計調査、予備調査等）は以下の2つの理由により、地

下水開発を中心に進めてきた。 

  

• 過去の調査は、集団定住化の実施前または途中の段階で行われたため、住居は主に

低地に散在していた。 

• 湧水資源は既に開発され、地下水の開発が必要とされていた。 

 

しかし、現在は以下の通り状況が変わった。 

• 集団定住化が進行し、現在は完了に近い状態。住居は集中して高地に移り、必要と

する給水形態が変わった。 

• 湧水の開発可能性はあり、開発を継続する必要がある。 

 

したがって、現在は、水をポンプ圧送し、配管網を敷設することが必要な状況になった。 

 

キブンゴ県の集団定住化は現在 90%以上であり、ほぼ完了していると判断できる。集団

定住化による住環境の変化と給水への影響を以下に示す。 

 

表 6-5 集団定住化の影響 

 

項目 集団定住化前 集団定住化後（現在）

住居の位置 主に低地 主に高地 

住居の配置 散在 集団 

適正給水方式 ポイントソース型 配管系 

 

 

集団定住化の普及に伴う給水方式の適応の変化を次の表に示す。 
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表 6-6 集団定住化による給水方式の適応の変化 

 

適応性 
水源 給水方式 

集団定住化前 集団定住化後（現在）

ハンドポンプ式 高い 低い 
地下水 

ポンプ圧送 低い 高い 

保護湧水 高い 低い 

自然流下 条件付 条件付 湧水 

ポンプ圧送 低い 高い 

 

上記の通り、状況の変化により、本調査は湧水と地下水を水源としていくつかの給水方式

を検討する。 

 

6.1.9 運営維持管理 

 

（1）給水方式の維持管理条件 

給水施設の持続的使用のため、適正な運営維持管理が必要不可欠である。本調査で検討

する給水システムについては、下記の維持管理に対する条件を満たす必要がある。以下の

条件は受益住民の意思と能力に関する必須条件であり、給水システムを選定する際に十分

考慮すべき内容である。 

 

表 6-7 給水方式の維持管理条件 

 

維持管理条件 
給水方式 動力源 

主日常 
管理費目

責任度合 最頻修理内容
支払意思・ 
能力必要度 

組織力度合 

商用電力 電力費 中間 配管、蛇口 高い 高い 
ポンプ圧送 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電 燃料費 非常に高い 配管、蛇口 高い 高い 

自然流下 重力 無し 低い 配管、蛇口 中間 平均より高い 

ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ式 手動 無し 低い パッキング 中間 平均 

保護湧水 自然 無し 非常に低い 無し 低い 平均 

 

 

（2）運営維持管理状況 

現在の維持管理状況について、ほとんどのハンドポンプ施設は維持管理されていない。そ

の主な理由は、スペアパーツの不足、ハンドポンプ修理用工具類の不足、ハンドポンプ修理
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技術の欠落である。日本の無償資金協力事業で訓練を受けた技術者がいる郡では、ハンドポ

ンプの修理はどうにか行われているが、重大な故障を防止するための定期的管理は行われて

いない様子だった。 

 

一方、配管系給水システムには、自主的な 4 層の水管理委員会が設立され、維持管理に

当たっている。4 層とは、郡、セクター、セル、給水点（公共水栓、またはハンドポンプ

を設置している所もある）である。料金は、20 ㍑の容器（ジェリカンと呼んでいる）１杯

が 10～20Frw の重量制または年間各受益家族 200～1,000Frw の定額制で徴収している。徴

収した料金は、修理部品の購入費、修理代、水委員会の委員の給料に充てられる。 

 

（3）体制改善の提案 

4 層式水委員会による維持管理体制は何らかの形で機能しているが、その体制は各郡・

市でさまざまである。また、郡・セクターの委員は公務員である場合とボランティアとし

て従事している場合とがある。各ドナーや NGOs が施設建設の実施時に独自の方式を導入

し、維持管理体制が混在している。従って、効率的な維持管理を維持するために、体制を

統一する必要がある。以下の通りの役割分担を提案する。  

 

• 郡は、調整、料金の会計・貯金、部品の調達・保管・管理を担当 

• セクターは、技術者を保有し、技術的アドバイス、修理の監理、セルが整理

した徴収料金を管理し郡へ引渡す 

• セルは、利用者への啓発活動・衛生教育を実施、給水点管理者から渡される

徴収料金を整理しセクターに回す 

• 給水点管理者は、料金徴収、簡易な修理、給水点周辺の清掃の指導 

 

キブンゴ県の郡・市に提案する統一維持管理体制を以下の表にまとめた。 

 

表 6-8 給水施設維持管理の 4 層体制 

 

層 担当者 担当内容 

郡・市 給水担当 全体調整、部品調達・管理、料金会

計 
セクター 給水技術者 技術的アドバイス、修理の監理 
セル 活動員 適正水利用・料金支払いに関する啓

発活動、衛生教育、清掃管理 
給水点（公共水栓・

ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ施設） 
給水点管理者 料金徴収、修理の連絡、簡易修理、

清掃指導 
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持続的な給水を目的とする適正な運営維持管理体制を実現するため、下記の内容を含む

組織強化と能力開発を計画する必要がある。 

 

• 給水システムの運営維持管理体制の強化による標準体制･プログラムの策定 

• 適正運営と効率的維持管理のマニュアルの作成 

• 郡・セクター・セルの職員と給水点管理者の運営維持管理に関する能力開発 

• 啓発活動・衛生教育の手順、モニタリング・評価に関するトレナー養成 

• 地域リーダーと住民への啓発活動・衛生教育 

  

6.1.10 キブンゴ県の給水案 

 

（1）給水方式の制約・条件 

前述の通り、本調査ではキブンゴ県の住民への給水源として湧水と地下水を検討する。キ

ブンゴ県に提案する給水方式は以下の条件を満たすものとする。 

 

• キブンゴ県で地下水開発が可能な地域は限られているため、高い優先にはしない。

調査の結果、花崗岩分布地帯と丘陸地域での地下水開発可能性は特に低いことが

確認された。  

• 湧水はキブンゴ県で広く開発されているが、開発には地域的・量的な制限がある

ため、引き続き開発する場合、注意が必要である。 

• 修理や配管延長が必要な既存の配管系給水システムがあり、CDF または他ドナー

や NGOs の援助を利用してルワンダ側で対応するように努力している。これらの

ルワンダ側の努力を認めて、給水の恩恵を受けられない他の地域に日本の支援を

向ける。  

 

したがって、新設の配管系給水システムを優先する。もし、湧水が自然流下で給水でき

る場合は、このシステムを優先する。自然流下が困難な場合はポンプ圧送を検討するが、

商用電力がポンプ室に引き込める範囲にあるものとする。それがない場合は、ディーゼル

発電を検討するが、利用者からの費用回収の可能性を確認した上で選定する。また、配管

系給水の妥当性が確認できない地域では、ハンドポンプ付深井戸もしくは保護湧水を検討

する。 

 

キブンゴ県に提案する給水システムに関する他の制約は次の通り。 

 

• 水源：表流水（河川、湖等）と天水の利用は本調査の対象外とする。 

• 給水レベル：各戸給水（レベル 3）は対象外であり、ハンドポンプ施設や保護揚

水等のポイントソース（レベル 1）、配管系給水システム（レベル 2）を対象とす
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る。 

• 建設工事の範囲：既存 ELECTROGAZ 給水配管の拡張は行わない。また、他の既

存給水施設の小規模改修・拡張は対象外とする。 

 

（2）選定基準 

 各郡・市が提出した要請サイトの絞込みに使用する選定基準は以下の通りである。 

 

• 深刻な飲料水問題に直面している。 

• イミドゥグドゥによる集団定住化が完了している 

• 他ドナーの計画と重複していない 

• CDF や他の財源による資金計画を受けられない 

• 給水施設建設に必要な土地が確保される 

• 住民は給水施設の維持管理に参加する意思があり、料金を支払う意思がある 

• ELECTROGAZ による給水を受けておらず、給水される見込みもない 

• 日本の無償資金協力の単年度制度で実施が可能な規模 

• 住民と政府がプロジェクトの具現まで 2 年以上待てる 

 

水源へのアクセスも選定基準に含まれるが、以下の理由により、上記に含めなかった。 

 

• 湧水を利用する建設工事は労働集約的に実施する。サイトまでの資材運搬や配管

路の掘削等に受益者が参加するため、重機や大型機材は必要ない。 

• 井戸掘さくには掘さく機や支援車両・機材が必要だが、提案する計画の掘さくは、

既存の井戸が存在する地域で行うため、アクセスは確保されていると判断できる。 

 

（3）給水方式の提案 

 上記の説明と制約をふまえて、以下の表に、キブンゴ県の郡・市の実情に見合った給水方

式を示す。下表の内容は、新設の建設または改修・拡張を行うものである。 
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表6-9 タイプ別給水システム 

 

タイプ 水源 給水方式 動力源 条件 

A 湧水 重力 自然流下 住居は水源より下に位置 

B 湧水 

C 地下水 
商用電力 

D 湧水 

E 地下水 

ポンプ圧送配管系

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

住民は支払い意思がある 

F 地下水 ハンドポンプ 手動 

G 湧水 保護湧水 自然流れ 
他方式が妥当でない場合 

 
各郡・市に対する給水施設案を表6-10に示す。また、各郡・市に提案する給水システムのタ

イプ別を表6-11に示す。 
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表 6-10  提案する給水システム 
 

 

l/s 重力 商用電気 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 新規 改修 2003 新規 改修 拡張

Kibungo Ndamira
Sakara
Kibaya

Nyamuganda 2.6 ○

4,167
8,063
3,232

11,200 ○

Rubona ○ 0.3 10 8,397 5,400 10
Rwagamana Mwulire Gisanza 3 ○ 5,650 12,900 ○

Sovu Kabuga 2 ○ 3,238 8,600 ○

Rutonde Gitega 2 ○ 3,233 8,600 ○

Cyarubare Cyabajwa
Rwinkavu ○ 2.8 ○

10,363
8,369

5,000 ○

Gishanda Nyankora 2.8 ○ 8,762 5,000 ○ ○

Shyanda
Murawa
Dist. Office

Ngoma 4 ○
7,552
3,846

17,200 ○

Bisenga Nyakanazi 3 ○ 5,670 12,900 ○

Kabarondo Ruyonza
Ruramira
Nkamba

Gatore 2 ○

2,797
3,703
4,151

8,600 ○

Rukira
Kaduha
Rweru

Gitoke 3 ○

2,363
4,186
4,341

12,900 ○

Musumba Gatare 1 ○ 4,932 4,300 ○

Nkungu ○ 0.3 4 6 3,291 5,400 4 6
Kigarama Kibimba

Matongo
Bare

Kagoma 2 ○

4,304
6,325
5,468

8,600 ○ ○

Fukwe
Gashanda
Kansana

Kamfonyogo 1 ○

3.030
3,471
5,206

4,300 ○

Gasetsa
Rurenge
Remera

Gacaca 1.8 ○

5,846
7,057
4,618

7,700 ○

Mirenge Mbuye
Murwa

Murama 3 ○
7,091

11,886
12,900 ○

Ngoma
Ruyema

Bukokoza 0.7+0.7 ○
3,177
3,374

6,000 ○

Karembo
Zaza
Kukabuye
Kibare
Gatare
Kabirizi
Shywa
Nyange
Kagashi

Rwarutene 4 ○

5,473
5,565
4,824
4,674
4,540
7,814
3,399
4,393
5,487

17,280 ○ ○

Muhazi Murambi
Kitazigurwa

Karambi 2 ○
4,238
2,468

8,600 ○

Mukarange
Nyagatovu

Kazabazana 2.5 ○
7,700
6,384

4,500 ○ ○

Nyarubuye Nyarubuye
Nyabitare

Kamacumbi 0.5+0.5 ○
5,550
4,652

4,300 ○

Rukira Mushikiri Karambi 1 ○ 9,456 4,300 ○

Rurenge ○ 0.3 8 2 5,536 5,400 8 2
Murama ○ 0.3 7 1 3,207 4,300 7 1

Rusumo Kirehe Gahama 1.2 ○ 23,496 5,100 ○

Nyamugari Mayizi 3 ○ 20,397 12,900 ○ ○

Kigina Gasenyi 1 ○ 10,000 4,300 ○

Gashongora
Gahara

Rwimondo 2 ○
10550
19,823

8,600 ○ ○

Gatore Rugina 1.5 ○ 15,000 6,400 ○

合計 1 17 8 29 9 0 *1PDCより 243,480 *220 l/c/d供給する場合

市･郡
部分的給水が

可能な
セクター

水源
工事

湧水 地下水
パイプ式 ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ 保護

湧水

推定流量
給水施設

人口*1 可能な

裨益数*2
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表 6-11 郡・市別の給水システム・タイプ提案 

 
妥当給水システム 妥当給水システム

郡・市 セクター 
タイプ 新規/ 

改修 
郡 セクター 

タイプ 新規/ 
改修 

Mbuye  
Murwa 

B 新規 Ndamira 
Sakara 
Kabare 

B 新規 Kibungo 
Town 

Rubona F 新規 
Ngoma  
Ruyema 

B 新規 

Mwulire B 新規 
Sovu B 新規 Rwamagana 

Town 
Rutonde B 新規 
Cyabajwa 
Rwinkavu 

C 新規 

Gishanda C 改修･拡張
Shyanda  
Murawa  
District Office 

D 新規 

Mirenge 

Karembo 
Zaza 
Kukabuye 
Kibare 
Gatare 
Kabirizi 
Shywa 
Nyange 
Kagashi 

B 
改修･ 
拡張 

Cyarubare 

Bisenga  D 新規 Murambi  
Kitazigurwa 

B 新規 
Ruyonza  
Ruramira  
Nkamba 

B 新規 
Muhazi 

Nyagatovu 
Mukarange 

C 
改修･拡

張 

Nyarubuye
Nyarubuye  

Nyabitare 
D 新規 Rukira  

Kaduha  
Rweru 

B 新規 

Musumba  B 新規 
Mushikiri D 新規 

Kabarondo 

Nkungu F 新規/改修
Murenge F 

新規/ 
改修 Kibimba 

Matongo 
Bare 

B 改修･拡張

Rukira 

Murama F 
新規/ 
改修 

Kirehe D 新規 

Nyamugari A 
改修･ 
拡張 

Fukwe 
Gashanda 
Kansana 

B 新規 

Kigina D 新規 

Gashongora 
Gahara 

D 
改修･ 
拡張 

Kigarama 

Gasetsa 
Rurenge 
Remera 

B 新規 

Rusumo 

Gatore D 新規 

 

 

提案する給水システム・タイプの概念図を図 6-4 に示す。キブンゴ県の既存給水施設で

給水されている範囲と、郡・市に提案する適正給水システムの分布図を図 6-5 に示す。提

案する給水システムの状況を表 6-12に示す。 
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（4）費用回収 

 郡とセクターの技術者への聞き取りから得た情報により、、水の単価は以下の通り算出さ

れる。 
 

• 電力利用の施設： 約0.2 Frw/㍑ 

• ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ利用の施設： 約0.3 Frw /㍑ 

 

技術者に支払う給与は平均で約15,000 FRW/月である。 

 

キブンゴ県またはキガリで調達できる部品の平均値段は次の通り。 

 

• 普通蛇口：  2,500 Frw  

• 量水計：  12,000 Frw  

• φ2-1/2 PVC 管： 7,200 Frw  

 

上記の内容による給水施設の維持管理費用の概算を以下に示す。 

 

表6-13 給水施設の維持管理費用 

 

項目 単価(FRW/人/月) 備考 

電力費 120 20 ㍑/人 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料費  180 20 ㍑/人 

技術者の給与 5 15,000 Frw/月 

蛇口修理費 1.7 年1回修理 

量水計修理費 1.7 5年1度修理 

配管修理費 67 10年1度修理 

電力利用の費用 195 0.325 Frw/㍑ 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ利用の費用 255 0.425 Frw/㍑ 

 

現在、キブンゴ県の多くの住民は20㍑の水に対して、10～20 Frw支払っており、消費量は

10 ㍑/人/日以下である。10 ㍑/人/日に対する水の料金は地方住民の平均収入の約6～8%で

あり、将来に住民の消費量が増加すると伴い、住民の収入も増加することが期待される。 

 

6.1.11 無償資金協力（案） 

 

キブンゴ県が置かれている厳しい給水状況を改善すべく、ルワンダ政府は日本政府にキブ

ンゴ県を含む東部地域の地方給水計画に関する無償資金協力を要請した。この要請を受け、
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JICAは2004年に予備調査団をルワンダに派遣した。その結果、地下水開発を中心に計画が作

られたが、JICAは実情に適しているかどうかの見直しが必要と判断した。従って、本プロジ

ェクト形成調査は、キブンゴ県の地方開発計画の策定が目的であるが、その一環として、地

下水開発の再確認を行った。このプロジェクト形成調査で、キブンゴ県から要請された地方

給水計画の妥当性を検討した結果として、以下の内容を提案する。 

 

以下に給水施設建設・改修内容を示す。 

 

1. 既存の湧水利用重力式給水システムの改修・拡張   1サイト 

2. 湧水を水源とした商用電力利用動力式給水システムの建設  12サイト 

3. 湧水を水源とした既存商用電力利用動力式給水システムの改修・拡張  2サイト 

4. 地下水を水源とした商用電力利用動力式給水システムの建設   1サイト 

5. 地下水を水源とした既存商用電力利用動力式給水システムの改修・拡張  2サイト 

6. 湧水を水源としたﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電利用動力式給水システムの建設   7サイト 

7. 湧水を水源とした既存ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電利用動力式給水システムの改修・拡張   1サイト 

8. ハンドポンプ付深井戸の建設      29サイト 

9. 既存ハンドポンプ付深井戸の改修      9サイト 

 

ルワンダで推進しているリハビリ・改善計画を促進するために、現場で測定できる流量

計・水質分析装置、修理時に欠かせない予備ポンプ、ハンドポンプを維持管理するための工

具類とスペアパーツ、それに給水施設の適正維持管理に必要な一般工具類をプロジェクト投

入に含める必要がある。 

 

ルワンダ政府関係者によると、本計画は対象水源の規模が小さく、環境への影響は非常

に少ないとのことで、本無償資金協力プロジェクトに対して、環境影響評価は必要ない。 

 

提案するプロジェクトの内容は以下の通りとなる。 
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表 6-14 提案の給水施設建設・改修 

 

サイト数 給水 

システム 
ﾀｲﾌﾟ 水源 給水形式 

新規 改修/拡張 合計

A 湧水 重力式パイプ給水  0  1  1 

B 湧水 商用電力利用動力式パイプ給水  12  2 14 

C 地下水 商用電力利用動力式パイプ給水   1  2  3 

D 湧水 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電利用動力式パイプ給水  7  1  8 

レベル 2 

  小計 20  6 26 

レベル 1 E 地下水 ハンドポンプ 29  9 38 

   合計 49 15 64 

 

 

表 6-15 提案の機材調達 

 

No. 品目 数量 

1 携帯用流量計 10 台 

2 携帯用水質試験器 

（pH 計、電気伝導度計、鉄計、マンガン計）
10 式 

3 予備ブスター・ポンプ 5 台 

4 ハンドポンプ用スペアパーツ 1 式 

5 ハンドポンプ用修理工具 3 式 

6 一般機械・配管用工具 10 式 

 

 

基本設計調査の団員構成について、以下の通り提案する。 

 

1. 業務主任/給水計画 1 

2. 給水計画 2/給水施設 1 

3. 水文/水理地質 

4. 給水施設 2/地形測量 

5. 社会調査/運営・維持管理 

6. 調達/積算 

 

必要とする現地再委託内容は以下の通り提案する。 

 

1. 地形測量 

2. 商用電力引込調査 

3. 地盤調査 
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4. 物理探査 

5. 社会状況調査 

 

本計画の実施体制は以下の通りである。 

 

• 責任機関・実施機関： 国土・環境・森林・水・鉱山省（MINITERE） 

• 援助窓口機関：  財務・経済企画省（MINECOFIN） 

• 他の関連省庁：  キブンゴ県庁、地方行政･事業省（MINALOC）、 

外務省（MINAFFET） 

 

上記内容を考慮し、本計画は2期に別けて実施することを提案する。 

 

6.1.12 期待される成果 

 

上記計画による受益効果は以下に示す通りであり、キブンゴ県人口の 32%が受益対象と

なり、キブンゴ県の全セクター数の約 50%のセクターが給水対象となる。 

 

表 6-16 受益人口 

 

受益人口 セクター数 
郡・市 

合計 本計画 比率(%) 合計 本計画 比率(%) 

Kibungo Town 44,228 16,600 37.5 7 4 57.1

Rwamagana Town 48,826 30,100 61.6 7 3 42.9

Cyarubare 78,099 40,100 51.3 8 6 75.0

Kabarondo 74,546 31,200 41.9 18 8 44.4

Kigarama 65,994 20,600 31.2 12 9 75.0

Mirenge 112,593 36,180 32.1 21 13 61.9

Muhazi 60,564 13,100 21.6 15 4 26.7

Nyarubuye 51,945 4,300 8.3 8 2 25.0

Rukira 61,878 14,000 22.6 10 3 30.0

Rusumo 162,224 37,300 23.0 9 6 66.7

合計 760,897 243,480 32.0 115 58 50.4

 

 

次の表に、水源別・給水レベル別の受益人口比率を示す。本計画では、水汲みが容易にな

るレベル2のパイプ給水形式より受益する人口が多く（約92%)、キブンゴ県の住民は住環境

が向上することが期待できる。 
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表6-17 水源/給水レベル別の受益人口 

 

レベル2 レベル1 合計 
水源 

受益人口 比率(%) 受益人口 比率(%) 受益人口 比率(%)

湧水 212,980  87.5     0 0.0 212,980  87.5 

地下水  10,000   4.1 20,500 8.4  30,500  12.5 

合計 222,980  91.6 20,500 8.4 243,480 100.0 

 

 

上記計画で給水施設が整備されることにより、キブンゴ県の受益住民は次の成果が期待で

きる。 

 

（1）短期成果 

 受益住民に安全な水が持続的に供給される 

水汲みに行く距離が短くなる 

水汲み時間が短縮される 

キブンゴ県の郡・市の給水率が増加する 

 

（2）中期成果 

給水施設が適正に維持管理される 

水因性疾患が減少する 

女性は家事や他の建設的活動を行なう機会が増える 

子供は学校に行く機会が増える 

 

（3）長期成果 

衛生状態が整備される 

地方開発が推進される 

 

6.2 物理探査・試掘調査結果 

 

6.2.1 現地調査 

 

キブンゴ県内の地下水開発地域は限られており、花崗岩分布地帯と丘陸地域は、特に開発

が困難とされている。過去のJICA調査では、これらの地域は開発困難ではあるが可能性の確

認が必要と報告されている。したがって、今まで地下水調査がされていない花崗岩地域や再

定住化政策によって居住者が多くなった丘陵部上部において、物理探査（電気探査）と試掘

を実施した。本調査ではそれらを代表するサイトをそれぞれ２カ所選定した。試掘地点は花

崗岩地域ではムハジ郡のカバレ、ギシャリ地区、丘陵地上部については、チャルバレ郡のム

ラマ地区を選定した。物理探査・試掘調査を行った位置を次頁の図に示した。調査の結果は
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以下の通りである。 

 

6.2.2 花崗岩地域の調査 

 

当キブンゴ県において花崗岩あるいは花崗岩類の分布する地域は、ムハジ郡、チャルバ

レ郡、ミレンゲ郡とルスモ郡の 4 郡である。この中のミレンゲ郡では先の開発調査の際に

2 カ所の試掘調査を行っている。1 カ所については深度 81ｍの掘削によって花崗岩と片岩

の風化帯で地下水の賦存を確認しているが、別の完全な花崗岩地帯での掘削では地下水の

ポテンシャルは確認されていない。チャルバレ郡で花崗岩は国立公園内にあり、今回の試

掘対象地とはならない。ルスモ郡では花崗岩はタンザニア国境近くに塊状に分布している

が、この地域の住民のほとんどは、花崗岩山地の裾野（沖積地に接する所）に居住してお

り、山地上部には居住していない。ミレンゲ郡における花崗岩はミレンゲ湖を取り囲むよ

うに分布している。ムハジ郡における花崗岩はムハジ湖を取り囲むように分布している。

ムハジ郡ではエレクロガス社の供給により一部給水システムが整備されているが、大部分

の地域の住民は湖水に頼らなければならない状況である。さらには再定住化政策がこの地

でも進んでおり、人口も増えてきている。このような現状を考慮して、今までに花崗岩域

の地下水調査がされていないムハジ郡で調査を実施することを決定した。ムハジ郡での電

気探査と試掘調査試掘地点については郡庁と協議の上、カバレ（Kabare）とギシャリ

（Gishali）の２セクターを選定した。サイトの位置については、図 6-5 を参照のこと。 

 

（1）物理探査の結果 

調査は物理探査（水平電気探査法、垂直電気探査法）を先行させ、その結果をふまえて

試掘地点を選定した。探査結果では両地区とも花崗岩の比抵抗値が低く（500Ω-m）著しい

抵抗値の変化は見られない。深部まで風化作用を受けていることが推定される。当地域の

花崗岩は巨結晶で形成されるペグマタイト岩類が主流を占め、特に巨晶雲母類が多いのが

特徴であり、塊状の岩体と推定される。試掘はこの花崗岩の上部風化帯の地下水ポテンシ

ャルと深部の地下水ポテンシャルを探ることとし、試掘深度もカバレ地区で 50m、ギシャ

ル地区で 100m とした。 

 

（2）試掘の結果 

1）カバレ地区 

カバレ地区はルワガマナの町からカヨンザの町へ通ずる国道を北上し、道路が右カーブ

にあたる所から北方向に入った地区である。試掘地点はこの道路入り口から 2850m の地点。

住民は 1日 3～4回、下のムハジ湖に水汲みに行っている。この地区で花崗岩中の地下水ポ

テンシャルを探る目的で試掘を実施した。当地区では上部表層土の下に直接花崗岩の風化

帯が伏在している。地下地質は下記のとおりである。  
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0～26m  粘性度の高いラテライト質褐色粘土： 

• 地下水なし 

26～50m   強風化花崗岩： 

• 雲母の多い風化ゾーン、岩質は軟岩で水に濡れると粘性度が高い。 

• 掘削試料では岩片はみられず長石・雲母が粘土化していると考えら

れる。 

• この風化帯では地下水のポテンシャルは低いと判断される。 

 



図 6-6 試掘地点位置図 

  156
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2）ギシャリ地区 

ギシャリ地区はルワガマナの町からキガリ方面へ 2km ほど進みそこから北方向へムハジ

湖に向かって 3km ほど入った地区である。ここにはエレクトロガスからの給水が一部きて

いるが、多くの住民はムハジ湖水に頼っている。試掘結果当地区の花崗岩もカバレ地区と

同様に深部まで風化が進んでいることが判明した。地下地質は下記のとおりである。 

 

0～19m   粘性度の高いラテライト質褐色粘土： 

• 地下水なし 

19～60m  二次強風化花崗岩：  

• 19m からはカバレ地区と同様 pinkish から light brown の強風化帯

が 60m まで続いている。 

60～100m  一次風化帯： 

• 60m からは色調も grey から dark grey そして black とかわった風化

帯である。 

• この風化花崗岩も上位とさほどかわらない軟岩で水に接すると粘性

度が高い。 

• 掘削試料では岩片はなく、軟質な岩質である。 

• 100m の掘削でも地下水のポテンシャルは認められなかった。 

 

柱状図 

カバレ、ギシャリ地区の地下地質は次の柱状図に示す。 
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図 6-7 カバレ地下地質図 
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図 6-8 ギシャリ地下地質図 
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6.2.3 丘陵地上部での調査  

 

キブンゴ県はいたるところが丘陵部である。国の再定住化政策によって住民は丘陵地上

部に移住してきた。丘陵地上部に移住した住民は水へのアクセスが悪く、日々の生活に難

渋している。このような状況に加え、特に、チャルバレ郡は 2001 年の行政区分によって新

たに新設された郡で、しかも一部がアカゲラ国立公園に入っているため開発が遅れている

ところである。当郡にはかって錫を産出する鉱山があったが、今では廃山になっている。

鉱山労働者はこの鉱山のある標高 1300m の谷間に住んでいたが、廃山にともなって現在郡

庁舎のある標高 1700m 前後の丘陵地上部に移住している。ここでの利水状況は悪く、現在、

住民は標高差 200m ほどの山道を 3km ほど下った谷間からの湧水を利用している。このよう

な事情を勘案して、試掘場所を、開発の遅れているチャルバレ郡の丘陵地に選定した。 

 

（1）物理探査の結果 

電気探査の結果では、表土の比抵抗値は 500Ω-m でその層厚も場所によって異なり、厚

いところで 28m である。基盤岩の比抵抗値は 5,000Ω-m と高く均一な岩層と推定される。 

 

（2）試掘の結果 

1）試掘地点 

調査の場所は、チャルバレ郡、Murama（クラマ）セクター、Bubindi セルである。試掘地

点は住民が居住している丘陵地上部と尾根に沿って下ったほぼ中間地点を選定した。その

位置関係は上部の標高が 1710m、中間地点が 1620m である。 

 

2）地質状況 

当丘陵地域はプレカンブリアン紀のルキラ層群（Rukira Formation）とキバヤ層群(Kibaya 

Formation）が分布するところである。両層群とも片岩（schist）、硬質シルト岩(siltstone),

珪岩（quartzite）等が互層状に重なりあっている地層である。当地区を下った東側谷部に

は南北に延びる断層谷が認められている。 

 

3）試掘結果 

a）ムラマ A(中間地点) 

ここでの試掘は、ムラマ Aの位置が丘陵地上部（ムラマ B）から 100m 下であることから、

ムラマ Bでの試掘深度からさらにその深部を探ることになる。 

  

0～1ｍ  表層土：茶褐色 

1～11m  pinkish brown 色したシルト岩および片岩の強風化帯 

11～50m  片岩とシルト岩の互層が続くなかにところどころ珪岩を挟む層群： 

• 軟岩風化帯である。 
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• 地下水のポテンシャルはない。 

 

b）ムラマ B(丘陵地上部) 

 

0～5m    上部を薄く茶褐色の表層土が覆っている。 

5～10m   pinkish な色調をした硬質シルト岩と片岩類： 

• 強風化帯 

10～60m  褐色のシルト岩と片岩の互層： 

• 軟風化帯 

60～73ｍ  珪岩を挟んだゾーン：light brown 色 

73～100m  pinkish なシルト岩と片岩の互層が続いている層  

 

100m までの地層はいずれも軟岩で風化も進んだ層であり、硬質な岩は存在しない。地下

水の賦存は認められなかった。 

  

即ちここでの調査の結果は少なくとも山上から 150m までの地層の確認と地下水のポテ

ンシャルを探る結果となったが、ここでは亀裂がなく、地下水の胚胎もないことが判明し

た。 

 

柱状図 

ムラマ地区の地下地質は次の柱状図に示す。 
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図 6-9 ムラマ A 地下地質図 
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図 6-10 ムラマ B 地下地質図 
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6.2.4 結論 

 

以上、物理探査及び試掘の結果を下表にまとめる。 

 

表6-18 試掘結果 

 

試掘内容・結果 
郡 セクター 対象地域 

深度 結果 

Kabare 花崗岩地帯 52m 空井戸 
ムハジ 

Gishali 花崗岩地帯 100m 空井戸 

Murama A 尾根 78m 空井戸 
チャルバレ 

Murama B 丘陵 100m 空井戸 

 

 

上記の結果、花崗岩地帯の山地上部と丘陵地域での地下水開発可能性は低いと判断される。

従って、キブンゴ県において、井戸としての確実な地下水開発は、主として沖積地や沖積地

に接する山麓斜面部あるいは段丘に限られてくるものと考えられる。 

 

 

6.3 キブンゴ県給水事業（無償資金協力）にかかるテクニカルノート 

 

 キブンゴ県給水事業（無償資金協力）にかかるテクニカルノートを以下のとおり作成し、ルワ

ンダ関係者とコンサルタントチームで署名を交換した。 
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6.4 農村インフラ整備 

 

下表で記載されている農村インフラ整備は、各郡が策定した PDC でプロジェクトの優先

順位が高く付けられたものである。さらに現地で、郡担当者や地域住民の意向、プロジェク

トの必要性、技術的実施可能性についても調査して、リストアップした。これらのプロジェ

クトは日本の支援条件（国有地であり、他のドナーと重複していないなど）を満たしている。 

 

表 6-19  郡レベルで優先度が高い農村インフラ整備 

 

No. 郡・市名 / ｾｸﾀｰ名 優先度が高いプロジェクト 直接的受益人口

キブンゴ 

(Kibungo hospital – 

Gahurire) 

ｷﾌﾞﾝｺﾞ病院からｶﾞﾌﾘｰﾙ（ｺｰﾋｰ工場）まで

の既存道路のﾘﾊﾋﾞﾘ計画（対象路線距離

L= 10km） 

4,000 人 

低湿地帯の既存水田整備計画 

（対象面積 A=57ha） 

1 

キブンゴ 

 (Kibaya) 

村落から低湿地帯の水田までの既存ﾗﾃﾗ

ｲﾄ道路のﾘﾊﾋﾞﾘ（5 カ所の既存橋梁有り）

（対象距離 L= 12km） 

700 人 

ルワマガナ 

(Kabuya – Nawe) 

Kabuya - Nawe 間の cyarumenge 地区に

ある既存橋梁の付け替え工事 

（橋長=6.0m 橋幅=2.0m） 

5,000 人 2 

ルワマガナ 

(Kigohiro – Rutonde) 

Kigohiro – Rutonde 間の既存道路のﾘﾊﾋﾞ

ﾘ（対象距離 L = 9km） 

8,500 人 

3 チャルバレ 

(Rwinkwavu) 

Kadiridimba 川の既存土堰堤のﾘﾊﾋﾞﾘ（給

水・低水位発電・灌漑） 

8,000 人 

低湿地帯の既存水田整備計画 

（対象面積 A = 60ha）  

4 カバロンド 

(Kanyeganyege) 

村落から低湿地帯の水田までの既存ﾗﾃﾗ

ｲﾄ道路のﾘﾊﾋﾞﾘ（対象距離 L = 7km） 

500 人 

低湿地帯の既存水田整備計画 

（対象面積 A = 120ha） 

5 キガラマ 

(Gisaya) 

村落から低湿地帯の水田までの既存ﾗﾃﾗ

ｲﾄ道路のﾘﾊﾋﾞﾘ（対象距離 L = 2km） 

5,000 人 

6 ミレンゲ 

(Kiranbo) 

低湿地帯の既存水田整備計画 

（対象面積 A = 900ha） 

1,100 人 
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  村落から低湿地帯の水田までの既存ﾗﾃﾗ

ｲﾄ道路のﾘﾊﾋﾞﾘ（対象距離 L = 5km） 

 

7 ムハジ 

(Musha - Duha) 

Musha – Duha 間の既存道路のﾘﾊﾋﾞﾘ 

（既存橋梁１カ所・対象距離 L =18km）

4,000 人 

8 ニャルブエ 

(Kagese / Kigufi) 

Kagese / Kigufi 間の既存道路のﾘﾊﾋﾞﾘ 

（既存橋梁 1 カ所・対象距離 L = 56km）

43,400 人 

低湿地帯の既存水田整備計画(Binoni)

（対象面積 A = 60ha） 

9 ルキラ 

(Mushikiri / Gitwe) 

村落から低湿地帯の水田までの既存ﾗﾃﾗ

ｲﾄ道路のﾘﾊﾋﾞﾘ（対象距離 L = 6.5km） 

2,000 人 

ルスモ(Kigarama / 

Nyamugari / Kigina) 

新規植林計画 

（対象面積 A = 345ha） 

63,000 人 

低湿地帯の既存水田整備計画 

（対象面積 A = 200ha） 

10 

ルスモ (Kigina / 

Kirehe / Musaza / 

Gatore) 

 

村落から低湿地帯の水田までの既存ﾗﾃﾗ

ｲﾄ道路のﾘﾊﾋﾞﾘ（対象距離 L = 5.0km） 

2,000 人 

出典：各郡策定の PDC, 2004 年 10 月 

 

 

キブンゴ県戦略計画（2005-2007）でリストアップされている解決すべき問題点として、

「飲料水の供給不足」の次に農村インフラ関連としては「環境悪化」が高く位置づけられて

いる。したがって地滑りや土壌浸食が発生している地域に対して防止対策を検討する必要が

ある。 

 

（1）ニャルブエ郡 

ニャルブエ郡ではレーダー図でも示されている通り、とりわけインフラ整備が遅れている

ことから、地滑りや土壌浸食による農地の減少といった環境の悪化が危惧されている。その

ため、環境改善対策の一環として以下のプロジェクトを実施することが望まれる。 
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    Rwanpanga Lake 

               Kagese 

    N                     kagese-Kigufi 間の道路ﾘﾊﾋﾞﾘ 

                                                   対象距離 56km 

                        放牧地帯及び植林予定地 

                        放牧面積 2,555ha 

                既存ﾗﾃﾗｲﾄ道路 

 

                        コーヒー及びソルガム畑 

                                                  農地面積 8,676ha 

              Nyarubuye 

                       Kigufi 

      Kibungo Town       Rusumo 

    

図 6-11  ニャルブエ郡プロジェクト対象位置図 

 

 

1）提案プロジェクト：ニャルブエ郡東部地域環境改善計画  

 

2）必要性：ニャルブエ郡の東部地域には、全 8 セクターの内 5 セクターが集中し 83%の住

民が居住している。近くには Rwampanga 湖が広がり、平坦な牧草地（2,555ha）を

利用した放牧やコーヒー、ソルガム、メイズ、マメなどの農地（8,676ha）が散在し

ている。しかしながら降雨による土壌浸食、肥沃した表土の流出、農地の減少、湖

への土砂の流入や既存道路が寸断され通行不能状態となっている。したがって環境

悪化を防止して効率的な農作業ができるように、農地斜面に石積工または木柵工を

設置したり、農地周囲に垣根を設置するなどして農地を保護する必要がある。その

一方、既存ラテライト道路を整備するとともに十分な断面を持つ側溝を付帯して降

雨による表層土の流出防止や土壌浸食を防止することも重要である。 
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       農地への土砂の流入              降雨による土壌浸食 

 

3）プロジェクト実施に必要なデータ： 

• 農地面積とその分布図 

• 作物別収量 

• 土壌浸食が発生または発生が予想される箇所の特定 

• 植林に適した樹木の選定 

• 対象地域の地質図（縮尺 1：50,000 及び 1：5,000） 

• 対象地域の地形図（縮尺 1：50,000 及び 1：5,000） 

• 国有地と私有地の区分図 

• 降雨データ 

• 通行車両台数と車種 

 

4）対処方法：対象地域内にある既存道路はルスモ郡まで 56km も続いており、その周辺に

環境悪化が危惧される放牧地や農作地帯が広がっていることから、プロジェクトの

開発可能性を検討する開発調査の実施が望まれる。 

 

5）期待される効果：地域住民は Rwampanga 湖畔で取れるテラピアなどの魚類の販売や、放

牧地及びコーヒーやソルガム、メイズ、マメなどの農作物を栽培して生計を立てて

いる。周辺地域の環境状況が改善されれば、基本的な住民生活の安定化が図られ農

作物の収量増加が可能となり、さらに魚、牛乳などの生鮮食品の輸送が円滑になる

ことから、農家所得の向上が期待できる。Rwampanga 湖畔はリゾート地域としての

開発ポテンシャルもあると考えられ、さらに本地域における間接的な受益人口は郡

全体の 83%に相当する約 4 万 3400 人であり、大きな経済効果が期待できる。 
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（2）キガラマ郡 

農業・畜産省がキブンゴ県における農業政策について検討した結果が、2004 年 9 月に報

告書としてまとめられている。この中で既存農業ポテンシャルなどが考慮されて、稲作推進

の優先地区としてルワマガナタウン、キガラマ郡、ミレンゲ郡がその候補地として位置づけ

られている。その一方、前述のレーダー図に示されている通りキガラマ郡とミレンゲ郡はと

くに農業分野の改善が必要な状況であることから、この 2 郡に対して低湿地帯の整備を実施

する必要がある。 

 

キガラマ郡では 90%以上の農業従事者がありながら、地形的な条件により、耕作適地が

県内でも 3 番目に小さい。しかしながら農業ポテンシャルが高く、未整備である低湿地帯を

有していることから、この地域を開発して農業生産性の向上を図る必要がある。 

 

    N 

                  Kigali 

                         舗装道路 

          既存ﾗﾃﾗｲﾄ道路（15km） 

               

 

                  kigarama 

       Gisaya 地区低湿地帯 

             （面積 120ha） 

 

 

 

                                Kibungo Town 

 

図 6-12 キガラマ郡プロジェクト対象位置図 

 

 

1）提案プロジェクト：Gisaya 地区低湿地帯整備計画（対象面積 A = 120ha）と低湿地帯から

村落までの農産物輸送道路のリハビリ（対象距離 L = 15km） 

 

2）必要性：対象地域である Gisaya 地区はキガラマ郡庁より、ラテライト道路を 21km 程度、

西部内陸部に入った所に位置している。土壌は肥沃で、低湿地の流水を利用して稲

作（2 期作）を行っているが、灌漑システムが整備されていないために農業用水の

コントロールができず、天水や自然流入水に依存している状態である。低地中央を

流れる幹線用水路周辺では雨期には用水がオーバーフローし、乾期には丘陵地帯の
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両端には灌水されないという状況で、効率的な稲作が実施できていない状態である。

また、収穫した農作物はルワマガナタウンにある精米工場やマーケットに運搬され

ているが、その連絡道路が土道でメンテナンスが悪いために、農作物の搬送に支障

をきたしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      未整備の幹線用水路と橋梁            傾斜のついた連絡道路 

 

3）プロジェクト実施に必要なデータ： 

• 対象地域全体の土壌図（縮尺 1：50,000 及び 1：5,000） 

• 対象地域全体の地形図（縮尺 1：50,000 及び 1：5,000） 

• 現況の農地面積 

• 作物別収量 

• 栽培している米の品種 

• 国有地と私有地の区分図 

• 降雨データ 

• 通行車両台数と車種 

• 現行の農業共同組合の活動内容 

 

4）対処方法：本プロジェクトの規模・内容から考慮して、専門家派遣による技術協力プロ

ジェクトまたは開発調査の実施が望まれる。 

 

5）期待される効果：本プロジェクトが実施されることにより、対象地域で効率的な農業生

産が可能となり農家所得の向上が期待できる。本地域内に居住する農業従事者はお

よそ 5000 人で、受益効果も高いと判断されるが、現存の 30 人程度の個別組合の活

動を円滑化させるために全体を統合した農業共同組合の形成が不可欠である。 
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（3）ミレンゲ郡 

 ミレンゲ郡では 97%以上が農業従事者であり、県内でも 3 番目に広い耕作適地と 26 カ所

の渓谷を持つ。低湿地帯は肥沃され農業ポテンシャルは高いが、遠隔地に位置しているため

に農産物をルワマガナタウンなどのマーケットに出荷することが困難である。そのため低湿

地帯の開発と連絡道路の整備を行うことにより、農業生産性・農家所得の向上を図る必要が

ある。 

 

 

          Mugesera 

    N 

                  

                          

 

             Kironbo 地区低湿地帯 

              （面積 900ha） 

                   

            既存ﾗﾃﾗｲﾄ道路（5km） 

 

 

                Kibungo Town 

              Mirenge 

 

図 6-13 ミレンゲ郡プロジェクト対象位置図 

 

 

1）提案プロジェクト：Kiranbo 地区低湿地帯整備計画（対象面積 A = 900ha）と低湿地帯か

ら村落までの農産物輸送道路のリハビリ（対象距離 L = 5km） 

 

2）必要性：Kiranbo 地区はミレンゲ郡庁より、ラテライト道路を 5km 程度、北部に入った

所に位置している。土壌は肥沃土であり低湿地の流水を利用して稲作（2 期作）を

行っているが、灌漑システムが整備されていないために農業用水のコントロールが

できず、天水や自然流入水に依存している状態である。低地にある幹線用水路周辺

では雨期には雨水が水田に流入し、乾期には丘陵地帯の両端には灌水されず、効率

的な米の生産が実施できない。農産物を搬送する連絡道路が土道でメンテナンスが

悪くかつ遠隔地であるためにマーケットに出荷することが困難で、農家収入に大き

な影響を及ぼしている。 
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        圃場内の用水排水路              灌水されていない水田 

 

3）プロジェクト実施に必要なデータ： 

• 対象地域全体の土壌図及び地形図（縮尺 1：50,000 及び 1：5,000） 

• 現況の農地面積 

• 作物別収量 

• 栽培している米の品種 

• 国有地と私有地の区分図 

• 降雨データ 

• 通行車両台数と車種 

• 現行の農業共同組合の活動内容 

 

4）対処方法：本プロジェクトの規模・内容から考慮して、専門家派遣による技術協力プロ

ジェクトまたは開発調査の実施が望まれる。 

 

5）期待される効果：本プロジェクトが実施されることにより、対象地域で効率的な農業生

産や農産物をマーケットまで輸送することが円滑となり、農家所得の向上が期待で

きる。本地域内に居住する農業従事者はおよそ 1100 人であり受益効果も高いと判断

されるが、現存する 40 の組合組織の連携が不可欠である。 
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6.5.5 現在の郡・市役所の意思決定機関（ムハジ郡の例） 

 
 

 
Note: 
Muhazi District consists of 15 sectors. 25 members of district councils are divided to 3 
commisions and 2 comittees. Member of District tender board commission consists of 
the members of other commissions. Councilors meet every 3 months. 

Economic 
and 
development 
commission 

Political and 
management 
commission 

Social 
affairs 
commission

District 
tender board 
Committee* 

Internal auditor (He supervises 
executive committee and report to 
councilors). He does not be elected by 
vote. 

Executive Committee (5 people) 
Mayor and Vice mayors in charge of: 
Finance and development, social affairs, women, 
and youth 
(They are also councilors) 

Recruitment 
Committee 

District Councils 
(Concilors: total 25 people. One councilor from 
each sector (15), 1/3 sectors representative 
women, 1/3 sectors represent youth (5) 
 

Committee of Presidents commissions 
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6.5.6 現在の郡・市役所の実務組織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Note: Muhazi District has 30 officers.

Executive Committee (5) 

Executive Secretary (1) 

Planning officer (1) Internal auditor (1) 

Secretary (1) 

Economic 
Development Unit 
Agriculture (1) 
Livestock (1) 
Infrastructure (1) 
Environmental 
protection (1) 

Social Affairs 
Unit 
Education (1) 
Health (1) 
Social 
protection (1) 
Youth (1) 

Political affairs 
Unit 
Census (2) 
Judge (1) 

Public Relations 
and Internal 
Resource 
Management Unit 
Accountant (1) 
Cashier (1) 
Tax collectors (5) 

Messengers (3) 

Local defenses 



 186

 
6.5.7 地方分権前の郡・市役所の組織図（ムハジ郡の例） 

 
 
 

 
Note: There were 12 sectors at Muhazi Commune 

Assistant Bougmestre in 
charge of politics (1) 

Assistant Bougmestre in charge of 
Economic and Development (1) 
 

Assistant Bougmestre in charge 
of Social Affairs (1) 
 

Bourgmestre (1) 

Commune Secretary (1) 

Typist (1) 

Judges (Judicial institution: Canton) (4) 

Accountant (1) Tax collectors (3) Cashier (1) 

Unit of Politics 
 
Census officer 
(Statistics) (1) 
Secretary of Census 
officer (1), etc 

Unit of Economic and 
Development 
Agriculture (Agronom) (1) 
Veterinary officer (1) 
Water and sanitation officer 
(fontanel) (1), etc 

Unit of Social Affairs 
 
Inspector of school (1) 
Secretary of school inspector 
(1) 
Re-integration and 
resettlement officer (1), etc 
 

Province 

Messenger (planton) (1), Local defense (5) 

Councilors: composed of all coordinator 
from each sector (12) and 1 Bourgmestre 
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6.5.8 現在のセクターオフィスの意志決定機関（10 セルある郡の例） 

 
 
 
6 from each cellule (6x10) 
1 coordinator from each cellule (1x10) 
10 people of executive committee (10) 
Total: 80 
 
 
 
 
 
 
CPA: members of 1.-4.  
CDC: members of 5.-10 
 
Other committee/councils are: 
Reconciliation committee: 12 leaders 
Gacaca: 9 leaders 
Women: 10 leaders 
Youth: 12 leaders 
Local defense force: no specific number 
 
 
 
 
There are 2 types of executive committee that is CDC and CPA. CDC means Community 
Development Committee and CPA means Political Administrative Committee.  
 

Councilors: 6 from each cellule, 1 
coordinator, from each cellule, 
executive committee of sector 

Executive committee: 10 people/ 
leader 
1. Coordinator of the sector 
2. Secretary 
3. Security 
4. Information 
5. Development 
6. Finance 
7. Education 
8. Social affairs 
9. Youth 
10. Women 
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6.5.9 セクターレベルの実務組織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.5.10 現在のセル組織図の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Other council/committees 
Gacaca: 9 leaders 
Women: 10 leaders 
Youth: 12 leaders 
 

 

 
 
 
 
 
Executive Committee 

Sector Coordinators 

Executive Secretary 

Reconciliatory of sector 

 
CDC 

 
CPA 

All residents over 18 years 
old 

Executive committee: 10 people/ 
leader 
1. Coordinator of the sector 
2. Secretary 
3. Security 
4. Information 
5. Development 
6. Finance 
7. Education 
8. Social affairs 
9. Youth 
10. Women 
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6.6 SWOT 分析結果 

 
6.6.1 キブンゴ県 SWOT 分析結果（有効回答数 10 人） 

 
（1）STRENGTH（強み） 
 
 回  答 回答数 
1 職員の意識が高く、勤勉である 8 
2 計画をたてモニタリングするシステムが存在する 4 
3 職員が研修を受けており、資質がある 3 
4 職員がお互いを知っており、協力関係がある 2 
5 研修の機会が設けられている 1 
6 組織構成がよい 1 
7 リーダーにマネージメント能力がある 1 
8 リーダーのキブンゴ県を開発する意識が高い 1 
9 適材適所である 1 
10 職場の勤務環境がよい 1 
11 職員がコンピューターの知識と技術がある 1 
 
 

（2）WEAKNESS（弱み） 
 
 回  答 回答数 
1 オフィスの備品が足りない 6 
2 一人当たりの仕事量が多い 5 
3 コミュニケーション手段が不十分 3 
4 スタッフの技量が足りない 2 
6 スタッフの人数が足りない 2 
7 県とセクター間の連絡が足りない 1 
8 職務・役割を尊重しないスタッフがいる 1 
9 財務省からの予算が足りない 1 
10 コンピューターの知識が足りない 1 
11 給与が少なく一生懸命働く職員が少ない 1 
12 予算が遅れる 1 
 
（3）OPPORTUNITY（機会） 
 
 回  答 回答数 
1 住民が政府の指導に従い協力的である 3 
2 キブンゴ県には大学があり、技術力のある職員を採用しうる 2 
3 キブンゴ県は土壌が肥沃 2 
4 道路やコミュニケーションシステムが改善している 2 
5 地方分権化プロセスが進んでいる 1 
6 中央政府が給与を上げ、備品を増やす約束をした。 1 
7 給与を補填するために隣人から金を駆りやすい 1 
8 よい政策 1 
9 MTEF が存在する 1 
10 隣国との関係が良好 1 
11 前セクターが開発に興味をもっている 1 
12 郡・市が協力的 1 
13 中央政府が県政府を支援している 1 
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（4）THREATS（脅威・リスク） 
 
 回  答 回答数 
1 住民の教育レベルが低い 5 
2 交通手段が不足 3 
3 研修が足りない 2 
4 組織改革でスタッフの職務分掌が不明確になった 2 
5 公共サービスが必要な人が多くいる 3 
6 日照りになる地域がある 2 
7 住民の貧困 2 
8 セクターの能力が低く、郡や県への報告が遅れる 2 
9 郡の技術者の技術レベルが低い 1 
10 郡の技術者の交通手段・備品が不足し、給与が低い 1 
11 住民に起業化精神が低く、政府の介入を待つ姿勢が見られる 1 
12 セクターに統計報告書が不十分 1 
 
 
6.6.2 郡レベルの SWOT 分析結果（有効回答数 11 人） 

 
（1）STRENGTH（強み） 
 
 回  答 回答数 
1 研修をうけ、知識と経験がある職員がいる 8 
2 職員が勤勉で意識が高い 4 
3 年間計画が存在する 2 
4 地元のリーダーや協会と定期的な会議を持つ 2 
5 職員が経験を他の職員と共有する 1 
6 他の郡職員と定期的な会議を持つ 1 
7 住民と定期的な会議を持つ 1 
8 よいモニタリングと評価システムが存在する 1 
9 中央政府や県政府とのよい協力関係 1 
 
 
（2）WEAKNESS（弱み） 
 
 回  答 回答数 
1 オフィス備品がない、少ない 6 
2 職員の質が悪い、研修を受けていない 3 
3 仕事量が多い 2 
4 給与が安い 2 
5 手当てが少ない、あるいはない 1 
6 職員間の調整がうまくいっていない 1 
7 コミュニケーション手段がない 1 
8 マネージャーの質が悪い(マネージメントの知識がない、研修を受けてい

ない) 
1 
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（3）OPPORTUNITY（機会） 
 
 回  答 回答数 
1 ドナーやＮＧＯが開発プロジェクトを支援している 5 
2 国や県が研修を実施している 4 
3 地元のリーダーやセクターレベルの委員会が協力的である 4 
4 各種委員会がセルから国レベルまで存在する 2 
5 住民からの寄付金や税金がある 2 
6 住民がボランティアで働く 2 
7 財務や地方行政についての研修がある 2 
8 ドナーやＮＧＯが研修を実施している 2 
9 他の郡からの支援がある 1 
10 県がプログラムのために予算を配布する 1 
11 基本的資材がある 1 
12 職員が選挙で選ばれる 1 
13 中央政府からの支援がある 1 
14 農業プロジェクトのために湿地帯がある 1 
15 国民保険制度が存在する 1 
 
 
（4）THREATS（脅威・リスク） 
 
 回  答 回答数 
1 交通手段がない、少ない 8 
2 電気がない 4 
3 ドナーの数が少ない 3 
4 地元のリーダーや協会メンバーが十分な資質を持っていない 2 
5 住民の知識レベルが低い 2 
6 住民の意識が低い 2 
7 貧困者や社会的弱者が多い 2 
8 訓練の機会が少ない 2 
9 中央政府からの支援がおくれる 2 
10 女性の経験や教育レベルが低い 1 
 
 
6.6.3 セクターレベルの SWOT 分析結果（有効回答数 10 人） 

 
（1）STRENGTH（強み） 
 
 回  答 回答数 
1 勤勉で意識の高いスタッフ 7 
2 定期的なミーティングを持つなどして、住民と良好な関係を持っている 4 
3 セクター内のスタッフがよい協力関係を持っている 4 
4 定期的に職員ミーティングが行われている 2 
5 年間計画と実施計画を策定している 1 
6 セクターで行われる全ての活動の調整がうまくいっている 1 
7 活動のモニタリングと評価がよく実施されている 1 
7 給与支給が遅れない 1 
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（2）WEAKNESS（弱み） 
 
 回  答 回答数 
1 セクター事務所がない、あるいは修復されていない 7 
2 事務所の備品(パソコンなど)がない 7 
3 給料が低い 8 
4 手当て(残業手当など)が少ない、あるいは、ない 5 
5 仕事量が多い 2 
6 仕事熱心でない（開発事業に参加しない）スタッフがいる 2 
7 事業実施資金が少ない 1 
8 給料支給が遅れる 1 
9 雇用契約が明確でない（いつ解雇されるか分からない） 1 
10 行政に関係ない仕事をしなければならない 1 
11 職員が十分に訓練を受けていない 1 
 

 

（3）OPPORTUNITIES（機会） 
 
 回  答 回答数 
1 セルの長や各種委員会が協力的である 3 
2 住民や地元のリーダーがアイデアを述べて開発計画を立てられる

ことが赦されていること 
2 

3 住民が対価なしでも働く意志を持っていること 2 
4 協力するドナー・NGO がいる 2 
5 住民が協会を作ってグループで働くことに興味がある 2 
6 地方分権が住民に受け入れられていること 2 
7 住民が Imidugudu に住んでいるため、会いやすいこと 1 
8 住民が貧困者のために寄付金を支払ったり、住民による裁判に出席

したり、共同作業することを尊重していること 
1 

9 国民保険制度がある 1 
10 銀行からローンをかりやすい 1 
 
 
（4）THREATS（脅威・リスク） 
 
 回  答 回答数 
1 遠方で働くための交通手段がない 9 
2 地元のリーダーやセルの委員会メンバーが十分な資質を持ってい

ない。研修を受けていない。 
3 

3 情報伝達が遅い 2 
4 住民が読み書きできず、貧困であること 2 
5 セクターが要請どおりにお金を使えない 1 
6 開発事業に参加しない住民がいる 1 
7 郡政府があまり訪問しない 1 
8 郡政府の能力がまだ低い 1 
9 気候によって飢餓がおこる 1 
10 地元のリーダーやセルの委員会が給与をもらっておらず、意識が低

い 
1 

11 水事業を支援する技術者がいない 1 
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6.8 収集資料リスト 

 
(1) MINITERE 関連 
 
REVUE DU SECTEUR EAU & ASSAINISSEMENT, MINITERE, Ministere des Terres, de 
l’Environnement des Forets, de l’Eau et de Mines (Minister of Lands, Environment, Forestry, 
Water and Mines), Avril 2005 (仏) 
 
SECTEUR EAU ET ASSAINISSEMENT, Rapport des Realisation du PRS-PR 2004, 
MINITERE, Ministere des Terres, de l’Environnement des Forets, de l’Eau et de Mines, 
Direction de l’Eau et Assaainissement, Avril 2005 
 
Project Tracking System Mai 05/DEA, Department of Water and Sanitation MINITERE (仏) 
 
Rwanda National Environment Policy 2, Minister of Lands, Environment, Forestry, Water and 
Mines, Kigali 2002 (英) 
 
Rwanda National Environment Policy 3, Minister of Lands, Environment, Forestry, Water and 
Mines, Kigali 2002 (英) 
 
Politique Nationale de Forets, Minister of Lands, Environment, Forestry, Water and Mines, 
Direction des forets, 2004 (仏) 
 
Rain Water Harvesting, Intermediate Technology Development Group（英） 
 
(2) MINALOC 関連 
 
Sectoral Strategies, MINALOC, 2004 (英) 
 
National Decentralization Policy, MINALOC, May 2001 (英) 
 
HIMO PROCEDURES MANUAL, LABOUR INTENSIVE LOCAL DEVELOPMENT 
PROGRAMME, PDL-HIMO, MINISTRY OF LOCAL GOVERNMENT, COMMUNITY 
DEVELOPMENT AND SOCIAL AFFAIRS (MINALOC), REPUBLIC OF RWANDA, 31st 
December 2003 (英) 
 
HIMO Programme Document, LABOUR INTENSIVE LOCAL DEVELOPMENT 
PROGRAMME, PDL-HIMO, MINISTRY OF LOCAL GOVERNMENT, COMMUNITY 
DEVELOPMENT AND SOCIAL AFFAIRS (MINALOC), REPUBLIC OF RWANDA, 31st 
December 2003 (英) 
 
(3) PDC 関連 
 
PLAN STRATEGIQUE DE LA PROVINCE DE KIBUNGO 2005-2007 REPUBLIQUE DU 
RWANDA (仏) 
 
PLAN DE DEVELOPPEMENT COMMUNAUTAIRE DU DISTRICT, PROVINCE DE 
KIBUNGO, DISTRICT de Cyarubare, DISTRICT de Nyarubuye, DISTRICT de Rukira, 
DISTRICT de Rusumo, DISTRICT de Muhazi, DISTRICT de Mirenge, DISTRICT de Kabarondo, 
DISTRICT de Kigarama, Ville de Rwamagana, Ville de Kibungo, October 2004 (仏) 
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(4) CDF 関連 
 
Rapport Annuel 2004, FONDS COMMMUN DEVELOPPEMENT (CDF), Republique du 
Rwanda, Janvier 2005 (仏) 
 
(5) MINICOFIN 関連 
 
VISION 2020 draft 3 English Version, Ministry of Finance and Economic Planning, Kigali, 
November 2002. 
 
Repertoire de l’Aide Exterieure au Rwanda, volume2, Repartition des Interventions par Bailleur, 
Ministere des Finances et de la Planification Economique, CEPEX, Republique du Rwanda, 
Avril 2004 (仏) 
 
(6) MINAGRI 関連 
 
STRATEGIC PLAN FOR AGRICULTURAL TRANSFORMATION IN RWANDA, Main 
Document, MINISTRY OF AGRICULTURE AND ANIMAL RESOURCES, REPUBLIC OF 

RWANDA Kigali, October 2004 (英) 
 
MISSION D’APPUI AU MINISTERE DE L’AGRICULTURE ET DE L’ELEVAGE EN VUE 
DE L’OPERATIONNALISATION DE LA POLITIQUE AGRICOLE NATIONALE, Synthèse 
des résultats des consultations à la base dans la Province de Kibungo, Kigali, 15 octobre 2004

（仏） 

 
Opérationnalisation de la Politique agricole nationale: Résultats des consultations à la base: 
District de Cyarubare, MISSION D’APPUI AU MINISTERE DE L’AGRICULTURE ET DE 
L’ELEVAGE (MINAGRI) EN VUE DE L’OPERATIONNALISATION DE LA POLITIQUE 

AGRICOLE NATIONALE RAPPORT DE DISTRICT, Kigali, Septembre 2004（仏） 

 
Opérationnalisation de la Politique agricole nationale: Résultats des consultations à la base: 
District de Nyarubuye, MISSION D’APPUI AU MINISTERE DE L’AGRICULTURE ET DE 
L’ELEVAGE (MINAGRI) EN VUE DE L’OPERATIONNALISATION DE LA POLITIQUE 

AGRICOLE NATIONALE RAPPORT DE DISTRICT  Kigali, Septembre 2004（仏） 

 
Opérationnalisation de la Politique agricole nationale: Résultats des consultations à la base: 
District de Muhazi, MISSION D’APPUI AU MINISTERE DE L’AGRICULTURE ET DE 
L’ELEVAGE (MINAGRI) EN VUE DE L’OPERATIONNALISATION DE LA POLITIQUE 

AGRICOLE NATIONALE RAPPORT DE DISTRICT  Kigali, Septembre 2004（仏） 
 
Opérationnalisation de la Politique agricole nationale: Résultats des consultations à la base: 
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District de Rukira, MISSION D’APPUI AU MINISTERE DE L’AGRICULTURE ET DE 
L’ELEVAGE (MINAGRI) EN VUE DE L’OPERATIONNALISATION DE LA POLITIQUE 

AGRICOLE NATIONALE RAPPORT DE DISTRICT  Kigali, Septembre 2004（仏） 
 
Opérationnalisation de la Politique agricole nationale: Résultats des consultations à la base: Ville 
de Rwamagana, MISSION D’APPUI AU MINISTERE DE L’AGRICULTURE ET DE 
L’ELEVAGE (MINAGRI) EN VUE DE L’OPERATIONNALISATION DE LA POLITIQUE 

AGRICOLE NATIONALE RAPPORT DE DISTRICT  Kigali, Septembre 2004（仏） 
 
 
(7) MINISANTE 関連 
 
Health Sector Policy, Government of Rwanda, September 2004 (英) 
 
Health Sector Strategic Plan 2005-2009, Government of Rwanda, 2005(英) 
 
 
(8) ELECTROGAZ 社資料 
 
Alimentation en Eau Potable de la Ville de Kigali et les Autres Centres Semi-Urbains, Plan 
d’Investisement Electrogaz (仏) 
 
Comments on DEC Water REPORT 2004, Electrogaz 2004（英） 
 
Feuille de Calcul Monthly Report, Electrogaz, 2004 (仏) 
 
Investment List, Electrogaz, 2004（英） 
 
 
(9) アフリカ開発銀行 
 
SITUATION DU PORTEFEUILLE DU GROUPE DE LA BANQUE AFRICAINE DE 
DEVELOPPEMENT AU RWANDA, Ministere des Finances et de la Planification Economique, 
Republique du Rwanda, Bureau Central des Investissements Publics et des Financements 
Eterieurs (仏) 
 
PORTFOLIO SITUATION OF AFRICAN BANK FOR DEVELOPMENT IN RWANDA, 
Ministry Of Finances And Economic Planification, Republic Of Rwanda, Central Office Of 
Public Investment and External Financing (CEPEX) March, 2005（英）仏オリジナル 
 
 
(10) キガリ科学技術大学 
 
Agriculture Rural Market Development Project (ARMDP), Report No.1-No.7, April 2002-May 
2003, Kigali Institute of Science, Technology and Management （英） 
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(11) キブンゴ県関連資料 
 
MTEF 2005-2007, Province de Kibungo, 2005 (仏)  
 
GAHUNDA Y’IBIKORWA 2005 (キニアルワンダ語), キブンゴ県 2005 年活動計画書 
 
KABARONDO DISTRICT, ANNUAL REPORT 2004(英) オリジナルキニアルワンダ語 
 
KABARONDO DISTRICT, ANNUAL REPORT 2002(英)�オリジナルキニアルワンダ語 
 
KABARONDO DISTRICT, M.T.E.F BUDGET EXPLAINATION 2005(英) オリジナルキニ

アルワンダ語 
 
(12) 他ドナー関連 
 
PROJECT SUPPORT ON DECENTRALISATION IN KIBUNGO PROVINCE, Norbert 
MUNYARUSISIRO, Regional Coordinator/GTZ-Decentralization (英) 
 
GTZ Plan d’activites ‘Appui a la Decentralisation dans la Province de Kibungo’1/2005-12/2005, 
Resultat 1:Le fonctionnement de la structure et des procedures d’organisation des acteurs 
institutionnels est ameliore, GTZ, janvier 2004 (仏) 
 
GTZ Plan d’activites ‘Appui a la Decentralisation dans la Province de Kibungo’1/2005-12/2005, 
Resultat 2: La gestion du processus de la planification qui vise le developpement 
communautaire et la reduction de la pauvrete est amelioree, GTZ, Janvier 2005 (仏) 
 
GTZ Plan d’activites ‘Appui a la Decentralisation dans la Province de Kibungo’ 1/2005-12/2005, 
Resultat 3:Les instruments de la gestion financiere des entites decentralisees sont ameliores, 
GTZ, Janvier 2005(仏) 
 
GTZ Plan d’activites ‘Appui a la Decentralisation dans la Province de Kibungo’ 1/2005-12/2005, 
Resultat 4: Les experiences du Projet sont tranmises aux acteurs nationaux, GTZ, Janvier 2005 
 
Rapport de la Session de Formation des Comptables des Districts et Villes de la Province de 
Kibungo, GTZ notes (仏) 
 
Fonds National Pour l’Assistance des Rescapes du Genocides et Massacres au Rwanda, (FARG), 
1.3 Tableau des Flux de Tresorerie au Cours de l’exercice, Exercice 2001 et 2003, FARG, 
2001/2003 (仏) 
 
STRATEGIC PLAN FOR THE YEAR 2005, NATIONAL WOMEN’S COUNCIL ACTION 
PLAN 2005 (英) オリジナル・キニアルワンダ語 
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